
図１ 超音波プローブ
Ａ：口腔内用プローブ，Ｂ：通常のリニア走査型プローブ

超音波検査法は頭頸部領域の軟組織疾患を評価するた

めの方法として広く用いられ，さらにDoppler法によっ

て血流を明らかにすることができる．これまで，電子リ

ニア走査型の７．５MHzプローブ（図１－B）を使って口

腔外の皮膚面から超音波検査を実施して，耳下腺，顎下

腺，およびリンパ節疾患に対してDoppler法により血流

解析を行ない，それらの血流動態は疾患の鑑別に有用で

あることがわかってきた．しかし，舌，舌下腺，歯肉，

頬粘膜などの口腔内組織は，顎骨に囲まれているため，

口腔外から皮膚面を通して検査すると，超音波が伝播さ

れず，明瞭な画像が得られない．また，直接口腔内組織

を検査しようとしてもプローブが大きいと口腔内に入ら

ず撮像は困難である．そこで，最近では術中電子コンベ

ックス走査型プローブ（図１－A）を口腔内用プローブ

として使用して，口腔内から直接組織を検査する試みを

行なっている（図２）．

そして舌下腺は大唾液腺の中で診断上重要な臓器であ

るのにもかかわらず，これまでこの部位に関する研究は

非常に少なく，超音波検査法による血流の検討も行なわ

れていない．これは前述の通り，舌下腺は口腔底部に位

置して口腔外から検査すると，顎下腺や耳下腺と異なり

明瞭な像が得られないことが原因であるが，小型のプロ

ーブを使用して検査すると，より明瞭に観察できる（図

３）．現在では，舌下腺および舌下腺に関連する血流を

検査して，動脈の描出性，腺体内外の血管分布状態を明

らかにして，さらに味覚刺激後の唾液分泌と血流の変化

との関係を検討している（図４）．

健常ボランティアを対象として，舌下腺を主に栄養し

ている舌下動脈に関して，動脈の描出性を評価し，味覚

刺激前後の唾液分泌と舌下動脈の血流の変化との関係を

評価するために，最大血流速度，最小血流速度，平均血

流速度，そして血管抵抗性（Pulsatility Index，Resistance

Index）を調べた結果では，動脈の描出性の評価におい

て，良好だったものが８５％で，味覚刺激によって，最大

血流速度，最小血流速度，平均血流速度が有意に増加

（t−test，p＜０．００１）して，PI,RIは有意に減少していた

（t−test，p＜０．００１）

今後これらの血流解析を進めることによって，シェー

グレン症候群などの口腔乾燥症の舌下腺における病的変

化の基礎的データが収集でき，その病状における舌下腺

の関与の有無は，解析する場合の基礎となることが期待

できる．また，舌下腺腫瘍の超音波血流診断にも道を開

くものと期待される．
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図２ 歯肉腫瘍の口腔内用プローブによる超音波像（Doppler
法）

図３ 舌下腺の口腔内用プローブによる超音波像

図４ 舌下動脈の口腔内用プローブによる血流解析
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